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＜連絡事項＞
・入院時私物のチェック表ですが、Bユニット入院時はスタッフが記載するのではなく、家族に記載して頂いて下さい。
・入院患者様の義歯管理表を作成中。バイタル表に追加する為準夜帯で更新お願いします。

＜入室状況＞
【入院】
・長谷川　豊様～東病棟Bユニット2号室へ任意入院
・中島　勇様～東病棟Cユニット4号室へ医療保護入院

【転出】
・奥　孝子様～東B1→北病棟303号室へ

【ユニット移動】
・木村　正子様～東C5→東B1

＜患者様連絡事項＞
・野村　美智子様～本人の車椅子返却済

・大澤　朋広様～ご両親とのLINEでの連絡は可

・寺地　啓喜様～膀胱留置カテーテル抜去。西転出可。

・大久保　健作様～採血結果、脱水のため補液2本開始。必要時ミトン着用可

・福村　秀吉様～東Bユニットへの移動・西病棟への転出可。
＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察指示あり。開放中他室侵入や脱衣など迷惑行為あり、午後には私物弄り続け自制できず、早めの開放観察終了としている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。										
・袴田　将司様～時間隔離中。スタッフ対面時不穏興奮なし。他者とのトラブルも見られず。易怒性等なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。						
・藤井　崇史様～終日隔離中。自室で大声を発し壁を蹴る、殴る、シャドーボクシングをする等の粗暴行為続けている。対面時眼光鋭く、多弁で話の切り上げができず、同じ訴えを繰り返す。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。各拘束部位の異常なし。食事は全量摂取している。危険行為見られず。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

[bookmark: _GoBack]・三浦　華菜様～身体拘束中。一時的に拒否あるが各食全量でき、服薬スムーズ。不穏興奮なく、ベッド上で静穏に経過。点滴トラブルなく、拘束部位の循環障害・皮膚トラブルなく過ごしている。診察時は表情穏やかで過去の自傷行動については、表面的には反省が聞かれ、希死念慮は否定される。精神保健指定医馬渡Dr診察の結果、上記時刻にて身体拘束解除となる

＜皮膚科Dr診察＞
・上野　敦子様～水様便による肛門周囲のただれあり、エキザルベ軟膏処方。

＜入院患者情報①＞
日　　時：令和7年11月11日　14:08
  氏　　名：中島　勇（なかじま　いさむ）様
　生年月日：昭和14年11月30日（85）
　病　　名：軽度認知障害　
　合併症　：前立腺肥大症　高血圧
　性　　別：男性
　主 治 医：小柳Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　ともとカッとなりやすい短気な性格。令和５年３月妻や娘と口論と
　なり暴力行為があり、娘が警察に通報し事情聴取を受けた。その時
　点から高齢者支援センターの介入が始まり認知症の検査を勧められ
　た。これまでも息子が不在の時を見計らって妻へ暴力行為が月に１，
　２回程度の頻度であり、普段も不機嫌であるため妻は顔色を伺いなが
　ら怯えるように生活をしていた。同年４月におっとも脳神経クリニッ
　クを受診し、その時は軽度認知障害の診断となり暴言や暴力行為など
　がある場合は精神科の対応となる旨を伝えられ同年６月月２０日当院
　初診。薬剤療法開始となり経過を診ていたがここ最近、頻度としては
　3日に1回程度「殺すぞ」といった暴言もあり、突然怒り出し、物に八
　つ当たりをすることや、妻に対して「死ねばいいと思ってらんだべ」
　「殺してやる」との暴言も聞かれている。10月半ばには2回目の暴力行
　為であり、暴力行為の頻度が上がっている事から、包括支援センター・
　ケアマネ・家族で対応を相談。現状家族での生活が難しいと思われる
　事から入院治療を希望。症状改善後は施設を検討したいとのことで環境
　調整も含めた入院を希望される。
　本日受診し、診察の結果、東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

＜入院患者情報②＞
日　　時：令和7年11月11日　15:22
  氏　　名：長谷川　豊様（はせがわ　ゆたか）様
　生年月日：昭和59年9月8日(41)
　病　　名：統合失調症
　性　　別：男性
　主 治 医：小栁Dr.
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット
　＜経過＞
　　令和２年６月５日動悸が出現して八戸市立市民病院に救急搬送。発作性
　心房細動と診断され後日八戸ハートセンタークリニックでカテーテルアブ
　レーションを受けた。その後も呼吸困難や動悸等の症状が続き令和５年８
　月２１日白山台メンタルクリニックを受診。２４歳頃から日注察感を感じ
　ており、令和２年１２月ごろから職場でも家でも幻聴がしていたことが判
　明し統合失調症の疑いで湊病院へ紹介となった。湊病院を受診し幻視、幻
　聴、それに対する独語、注察妄想、被害妄想、幻臭、感情鈍麻等の病的体
　験を認め、二次的な抑うつ気分や意欲低下、浪費、イライラ、易怒性、入
　眠困難等を認めた。イライラすると叫ぶ、電柱などを殴り手拳には傷があ
　りパチンコをしていると幻覚が消えるとの訴えで浪費は続いた。８月上旬
　にはロープで首吊りを考えるほどの希死念慮があったが行動には移さなか
　ったなどの経過があり統合失調症の診断で加療が開始された。二次的に生
　じている抑うつと過呼吸に対しても対症療法を行った。仕事は休職し、同
　時期に妻が出産予定でありそのまま育休を取得した。外来通院が継続され
　ていたが、パチンコに依存し友人やキャッシングなどで借金がかさんでお
　り、家族には嘘をついてパチンコへ通っている様子が見られていた。薬剤
　調整にて幻聴や被害妄想は軽減したが、感情鈍麻や意欲低下は強くゲーム
　をするか臥床して過ごし、生活指導を行うも行動変容はなかった。令和７
　年１月２６日に女児が生まれたが、育児参加は特になく、感情表出の乏し
　さや意欲の低下は続いていた。また、仕事も育休が終了し２日間出勤して
　いるが、疲労感から仕事が難しく自主退職を促され退職となっている。令
　和７年３月からデイケア週２回で通所の方針となり、参加をしていたが幻
　聴や抑うつ気分等が増悪し、デイケア以外は臥床して過ごす状態が続いた。
　家族から減薬の提案があったが、幻覚が増悪する可能性があることから勧
　めなかった。家族が転医を希望し令和７年９月１１日、当院初診。手の震
　えや過呼吸発作がよくならず、意欲低下や活動性の低下が続くことから薬
　剤調整を行っていたが、改善せず。今回、症状改善、薬剤調整目的にて入
　院予定となり、本日外来受診。診察の結果、東病棟Bユニットへ任意入院
　となる。
